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第７章 同和問題について 

 
１．同和問題の認知時期 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■ １５歳ごろまでに過半数が認知 

同和問題をはじめて知ったのは、「12 歳まで」が 26.5％（県 20.0％）「13 歳～15 歳のころ」が

25.5％（県 18.5％）、「16 歳～18 歳のころ」が 12.4％（県 12.7％）、「19 歳以降」が 15.4％（県

18.3％）となっており、中学卒業までに当たる『15 歳ごろまで(計)』に認知した人が 52.0％（県

38.5％）を占める。なお、「おぼえていない」は 16.6％（県 25.6％）、「『同和問題』のことは知らな

い」は 2.7％（県 3.2％）となっている。 

地域別にみると、『15 歳ごろまで(計)』に認知した人は仁摩町（59.1％）で多い。 

性別では、『15 歳ごろまで(計)』は男性より女性が多い。性・年齢別でみると、『15 歳ごろまで

(計)』は、女性の若い世代で多くなっており、男女とも 30 歳代で最も多いが、29 歳以下の男性は、

43.5％と少なくなっている。また、29 歳以下の男性は「おぼえていない」が 30.4％と多くなっている。 

問 18．同和問題についてはじめて知ったのはいつ、どのようなきっかけでしたか。 

(1)いつ（記入は１つ） 

「同和問題」のこと
は知らない
2.7%

無回答
1.0%

19歳以降
15.4%

13歳～15歳のころ
（中学校の頃まで）

25.5%

16歳～18歳のころ
（高校の頃まで）

12.4%

おぼえていない
16.6%

12歳まで（小学校の
頃まで）
26.5%

（総数 525人）

15歳ごろまで(計)
52.0%
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図 7－1 同和問題の認知時期 
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総　　数(525)

旧大田市(407)

温泉津町( 38)

仁 摩 町( 66)

男　　性(250)

女　　性(270)

18～29歳( 23)

30 歳 代( 19)

40 歳 代( 38)

50 歳 代( 57)

60 歳 代( 40)

70歳以上( 73)

18～29歳( 27)

30 歳 代( 29)

40 歳 代( 35)

50 歳 代( 49)

60 歳 代( 48)

70歳以上( 81)

農林漁業( 43)

自 営 業( 69)

　　　　( 34)

勤 め 人(108)

　　　　( 50)

学　　生( 15)

家　　事( 96)

無　　職(100)

12歳まで（小学校の頃まで） 13歳～15歳のころ（中学校の頃まで）

16歳～18歳のころ（高校の頃まで） 19歳以降

おぼえていない 「同和問題」のことは知らない

無回答

【地　域　別】

【性　　　別】

【性・年齢別】

男
　
性

【職　業　別】

女
　
性

人

公務員､教員 

臨時､パート 
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２．同和問題の認知経路 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 「家族や親戚」が３人に１人、「学校の授業」が約２割 
 同和問題をはじめて知ったのは、「家族、親戚の人から聞いた」が 33.6％（県 27.8％）と最も多く、

次いで「学校の授業で教わった」が 19.8％（県 21.0％）、「学校の友達から聞いた」10.3％（県

5.4％）となっている。 

 旧大田市が平成７年に市民 1,000 人を対象に行った市民意識調査結果と比較すると、「学校の授業で

教わった」が増加しており、『身近な人間関係(計)』と『学校や公的媒体(計)』に分けてみると（図 7-

3）、『学校や公的媒体(計)』は 33.2％でやや増加している。 

  

 

問 18．同和問題についてはじめて知ったのはいつ、どのようなきっかけでしたか。 

(2)どのようにして（記入は１つ） 

2.6

7.7

1.0

0.0

3.6

4.0

4.3

5.9

7.3

10.3

19.8

33.6

0% 10% 20% 30% 40%

無　回　答　　　　　　　　　　

おぼえていない　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　　　　　　

インターネット等で知った　　　

県・市町村の広報で読んだ　　　

講演会、研修会などで聞いた　　

職場の人から聞いた　　　　　　

テレビ、映画、新聞、本などで知
った　　　　　　　　　　　　　

近所の人から聞いた　　　　　　

学校の友達から聞いた　　　　　

学校の授業で教わった　　　　　

家族、親戚の人から聞いた　　　

（該当者 506人）
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図 7－2 参考：同和問題の認知経路（時系列比較） 
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学校の授業で教わった　　　　　

家族、親戚の人から聞いた　　　

今回調査（該当者 506人）

平成7年旧大田市調査（該当者 703人）

（平成7年調査設問なし）

 
 
図 7－3 参考：同和問題の認知経路（媒体 2分類による） 
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8.7

15.5

33.2

26.9

0% 50% 100%

今 回 調 査(506)

平成7年調査(703)

身近な人間関係(計) 非該当 学校や公的媒体(計)

人

※身近な人間関係：「家族、親戚」「近所の人」「学校の友達」「職場の人」
　学校や公的媒体：「学校の授業」「講演会など」「県・市町村の広報」「テレビ、映画、新聞、本など」
　　　　　　　　　「インターネット等」

平成 7年 
旧大田市調査(703) 
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３．同和問題の原因や背景 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■ 「社会全体に残る差別意識」が６割半、「地域の人から伝えられる偏見･差別意識」が５割強 

同和問題の原因や背景として、「社会全体に残る差別意識」が 65.0％（県 53.9％）「地域の人から伝

えられる偏見･差別意識」が 53.4％（県 53.9％）、となっている。以下「家族、親戚から伝えられる偏

見・差別意識」が 39.1％（県 37.6％）、「個人の理解不足」が 33.2％（県 24.5％）、「学校での人権・

同和教育の不十分さ」が 12.8％（12.8％）とつづく。 

 地域別にみると、「個人の理解不足」が旧大田市（31.1％）でやや少ない。 

性別ではあまり差異はみられないが、性・年齢別でみると、全体で５位の「学校での人権・同和教

育の不十分さ」が 29歳以下女性（40.0％）では、極端に多くなっている。 

 

問 19．同和問題がなお存在する原因や背景として、あなたが思い当たるのは次のどれですか。この

中から３つ以内でお答えください。（記入は３つまで） 

2.4

4.0

2.4

12.1

12.6

12.8

33.2

39.1

53.4

65.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無　回　答　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　　　　　　

わからない　　　　　　　　　　

インターネットなどの情報媒体で
伝えられる偏見・差別意識　　　

職場などで伝えられる偏見・差別
意識　　　　　　　　　　　　　

行政の人権・同和問題の啓発の不
十分さ　　　　　　　　　　　　

学校での人権・同和教育の不十分
さ　　　　　　　　　　　　　　

個人の理解不足　　　　　　　　

家族、親戚から伝えられる偏見・
差別意識　　　　　　　　　　　

地域の人から伝えられる偏見・差
別意識　　　　　　　　　　　　

社会全体に残る差別意識　　　　

（該当者 506人）
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図 7－4 同和問題の原因や背景 
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女  性(261) 

【性・年齢別】 
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60 歳 代( 47) 

70 歳以上( 78) 
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50 歳 代( 48) 

60 歳 代( 47) 

70 歳以上( 78) 57.7

62.5

67.6

67.9

64.0

60.0

67.3

55.3

75.0

64.0

66.1

67.7

64.9

65.2

72.3

69.4

76.5

65.0

社会全体に残る差別意
識 

50.0

62.5

52.9

42.9

28.0

55.0

56.4

47.4

35.0

52.1

55.0

59.7

51.4

53.0

53.4

58.8

62.5

61.7

地域の人から伝えられ
る偏見・差別意識 

29.5

43.8

52.9

57.1

36.0

32.5

38.2

55.3

45.0

38.7

40.1

35.5

32.4

40.9

39.1

47.1

34.7

27.7

家族、親戚から伝えら
れる偏見・差別意識 

24.4

22.9

41.2

42.9

32.0

32.5

40.0

47.4

40.0

30.7

35.5

38.7
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31.1
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27.8

34.0
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8.8

14.3

40.0

12.5

18.2

15.8

20.0

12.3
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11.9

12.8
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8.3

2.1

学校での人権・同和教
育の不十分さ 
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【地 域 別】 
旧大田市(396) 
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18～29 歳( 20) 

30 歳 代( 17) 

40 歳 代( 38) 

50 歳 代( 55) 

60 歳 代( 40) 

70 歳以上( 72) 

 
18～29 歳( 25) 

30 歳 代( 28) 

40 歳 代( 34) 

50 歳 代( 48) 

60 歳 代( 47) 

70 歳以上( 78) 

       人 
該 当 者(506) 

【地 域 別】 
旧大田市(396) 
温泉津町( 37) 
仁 摩 町( 62) 

【性   別】 
男  性(242) 
女  性(261) 
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50 歳 代( 55) 

60 歳 代( 40) 

70 歳以上( 72) 
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30 歳 代( 28) 

40 歳 代( 34) 

50 歳 代( 48) 

60 歳 代( 47) 

70 歳以上( 78) 11.5
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13.2
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12.1
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0.0
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0.0
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0.0
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４．子どもの同和地区出身者との結婚 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「子どもの意志を尊重する」が約６割 

子どもが同和地区出身者と結婚しようとした場合の態度を聞くと、「子どもの意志を尊重する。親が

口出しすべきことではない」が 58.0％（県 53.5％）、「親としては反対するが、子どもの意志が強けれ

ば仕方がない」は 32.3％（県 38.5％）となっている。一方「家族の者や親戚の反対があれば、結婚を

認めない」は 5.6％（県 5.8％）、「絶対に結婚を認めない」は 1.5％（県 2.2％）となっている。 

地域別にみると、「子どもの意志を尊重する。親が口出しすべきことではない」は温泉津町

（63.3％）で多くなっている。 

性別でみると、「子どもの意志を尊重する。親が口出しすべきことではない」は、女性（54.8％）よ

り男性（62.4％）が多くなっている。 

年齢別にみると、「子どもの意志を尊重する。親が口出しすべきことではない」は、30 歳代から 50

歳代で６割を超えているが、70 歳以上では５割をきっている。 

職業別では、「子どもの意志を尊重する。親が口出しすべきことではない」は、公務員、教員が８割

弱であるのに対し、自営業は５割弱と差が開いている。 

問 20．結婚についてお聞きします。 

(1)既婚の方のみお答えください。仮に、あなたのお子さんの結婚しようとする相手が、同和   

地区の人であるとわかった場合、あなたはどうしますか。（記入は１つ） 

絶対に結婚を
認めない
1.5%

親としては反対する
が、子どもの意志が
強ければ仕方ない
32.3%

家族の者や親戚の反
対があれば、結婚を
認めない
5.6%

その他
2.7%

子どもの意志を尊重
する。親が口出しす
べきことではない
58.0%

（該当者 412人）
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図 7－5 子どもの同和地区出身者との結婚 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※性･年齢別は、標本数が少ないため、年齢別で集計 

※年齢別の 18～29歳は、標本数が極端に少ないため省略 

※職業別の学生は、標本数が極端に少ないため省略 
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14.3

10.9

6.5

1.2

0.0

2.4

3.0

3.3

2.6

0.7

0.0

2.2

2.3

3.2

2.0

0.0

2.8

2.7

0% 50% 100%

総　　数(412)

旧大田市(323)

温泉津町( 30)

仁 摩 町( 50)

男　　性(189)

女　　性(221)

30 歳 代( 31)

40 歳 代( 55)

50 歳 代( 90)

60 歳 代( 82)

70歳以上(142)

農林漁業( 38)

自 営 業( 60)

　　　　( 28)

勤 め 人( 66)

　　　　( 41)

家　　事( 88)

無　　職( 86)

子どもの意志を尊重する。親が口出しすべきことではない

親としては反対するが、子どもの意志が強ければ仕方ない

家族の者や親戚の反対があれば、結婚を認めない

絶対に結婚を認めない

その他

【地　域　別】

【性　　　別】

【年　齢　別】

【職　業　別】

人

公務員､教員 

臨時､パート 

該 当 者



－73－ 

５．同和地区出身者との結婚 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 『結婚する』が８割強 

未婚者を対象に、同和地区の人と結婚しようとしたとき、親や親戚から強い反対を受けた場合の態

度を聞くと、「自分の意志を貫いて結婚する」は 25.9％（県 25.9％）「親の説得に全力を傾けたのちに、

自分の意志を貫いて結婚する」が 58.0％（県 60.6％）で、両者を合わせた『結婚する(計)』は 84.0％

（県 86.5％）、一方、「家族の者や親戚の反対があれば、結婚しない」は 11.1％（県 10.6％）、「絶対に

結婚しない」が 2.5％（県 2.9％）となっている。 

性別では、『結婚する(計)』についてはあまり差はないが、「自分の意思を貫いて結婚する」は女性

が 18.8％であるのに対し、男性が 31.3％と多い。 

問 20．結婚についてお聞きします。 

(2)未婚の方のみお答えください。仮に、あなたが同和地区の人と知り合い、結婚しようとし 

たとき、親や親戚から強い反対を受けた場合、あなたはどうしますか。（記入は１つ） 

絶対に結婚しない
2.5%

親の説得に全力を傾
けた後に、自分の意
志を貫いて結婚する

58.0%

家族の者や親戚の反
対があれば、結婚し
ない
11.1%

その他
2.5%

自分の意志を
貫いて結婚する
25.9%

（該当者 81人）

結婚する(計)
84.0%
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図 7－6 同和地区出身者との結婚 

 

25.9

31.3

18.8

58.0

52.1

65.6

11.1

12.5

9.4

2.5

2.1

3.1

2.5

2.1

3.1

0% 50% 100%

総　　数( 81)

男　　性( 48)

女　　性( 32)

自分の意志を貫いて結婚する

親の説得に全力を傾けた後に、自分の意志を貫いて結婚する

家族の者や親戚の反対があれば、結婚しない

絶対に結婚しない

その他

【性　　　別】

人

 
 

※地域別は、標本数が極端に少ない地域があるため省略 

※性･年齢別は、標本数が極端に少ないため省略 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

該 当 者
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６．同和問題に関する人権上の問題 

 
 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「結婚問題で周囲が反対すること」が７割 

同和問題に関する事柄で、人権上問題があると思うこととしては、「結婚問題で周囲が反対するこ

と」が 70.9％（県 63.9％）で、以下「身元調査をすること」54.3％（県 45.0％）、「結婚相手が同和地

区出身者と知って本人が結婚を拒否すること」36.4％、「差別的な言動をすること」32.0％（県

24.4％）、「就職・職場で不利な扱いをすること」21.7％（21.9％）となっている。 

地域別にみると、ほとんどの項目において、仁摩町で多くなっている。 

性別にみると、「結婚問題で周囲が反対すること」は、女性より男性に多くみられる。 

性・年齢別でみると、「結婚問題で周囲が反対すること」は男性では 50 歳代以下、女性では 30 歳代

以下でほぼ８割と多い。また、「就職・職場で不利な扱いをすること」は、男女とも 29 歳以下で過半

数を超え多くなっており、全ての項目において若年層になるほど高くなる傾向がみられる。 

 

 
 
 
 

問 21．あなたは、同和問題に関し、現在、どのような人権上の問題が起きていると思いますか。   

この中からいくつでもあげてください。（記入はいくつでも） 

3.0

1.8

10.3

10.7

11.9

21.7

32.0

36.4

54.3

70.9

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

無　回　答　　　　　　　　　　　

特 に な い　 　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　　　　　　　

差別的な落書きをすること　　　　

インターネットを利用して差別的な
情報を掲載すること　　　　　　　

わからない　　　　　　　　　　　

就職・職場で不利な扱いをすること

差別的な言動をすること　　　　　

結婚相手が同和地区出身者と知って
本人が結婚を拒否すること　　　　

身元調査をすること　　　　　　　

結婚問題で周囲が反対すること　　

（該当者 506人）
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図 7－7 同和問題に関する人権上の問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       人 
該 当 者(506) 

【地 域 別】 
旧大田市(396) 
温泉津町( 37) 
仁 摩 町( 62) 

【性   別】 
男  性(242) 
女  性(261) 

【性・年齢別】 
18～29 歳( 20) 

30 歳 代( 17) 

40 歳 代( 38) 

50 歳 代( 55) 

60 歳 代( 40) 

70 歳以上( 72) 

 
18～29 歳( 25) 

30 歳 代( 28) 

40 歳 代( 34) 

50 歳 代( 48) 

60 歳 代( 47) 

70 歳以上( 78) 

       人 
該 当 者(506) 

【地 域 別】 
旧大田市(396) 
温泉津町( 37) 
仁 摩 町( 62) 

【性   別】 
男  性(242) 
女  性(261) 

【性・年齢別】 
18～29 歳( 20) 

30 歳 代( 17) 

40 歳 代( 38) 

50 歳 代( 55) 

60 歳 代( 40) 

70 歳以上( 72) 

 
18～29 歳( 25) 

30 歳 代( 28) 

40 歳 代( 34) 

50 歳 代( 48) 

60 歳 代( 47) 

70 歳以上( 78) 60.3

62.5

67.6

85.7

84.0

62.5

83.6

78.9

80.0

67.4

75.2

79.0

67.6

71.0

66.0

70.8

82.4

70.9

結婚問題で周囲が反対
すること 

43.6

62.5

64.7

57.1

68.0

42.5

69.1

55.3

55.0

55.6

53.3

64.5

56.8

53.0

54.3

70.6

41.7

55.3

身元調査をすること 

20.5

41.7

35.3

64.3

48.0

27.5

43.6

55.3

55.0

35.2

38.0

43.5

40.5

35.4

36.4

58.8

20.8

29.8

結婚相手が同和地区出
身者と知って本人が結
婚を拒否すること 

19.2

39.6

29.4

32.1

44.0

22.5

36.4

44.7

50.0

29.9

34.3

35.5

29.7

32.1

32.0

41.2

27.8

29.8

差別的な言動をするこ
と 

11.5

12.5

20.6

28.6

52.0

25.0

23.6

21.1

60.0

19.9

23.6

24.2

24.3

21.5

21.7

35.3

11.1

19.1

就職・職場で不利な扱
いをすること 

5.1

12.5

5.9

25.0

24.0

2.5

9.1

18.4

15.0

11.5

9.9

21.0

8.1

9.3

10.7

23.5

5.6

10.6

インターネットを利用
して差別的な情報を掲
載すること 

男 
 

性 

女 
 

性 

男 
 

性 

女 
 

性 
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       人 
該 当 者(506) 

【地 域 別】 
旧大田市(396) 
温泉津町( 37) 
仁 摩 町( 62) 

【性   別】 
男  性(242) 
女  性(261) 

【性・年齢別】 
18～29 歳( 20) 

30 歳 代( 17) 

40 歳 代( 38) 

50 歳 代( 55) 

60 歳 代( 40) 

70 歳以上( 72) 

 
18～29 歳( 25) 

30 歳 代( 28) 

40 歳 代( 34) 

50 歳 代( 48) 

60 歳 代( 47) 

70 歳以上( 78) 

       人 
該 当 者(506) 

【地 域 別】 
旧大田市(396) 
温泉津町( 37) 
仁 摩 町( 62) 

【性   別】 
男  性(242) 
女  性(261) 

【性・年齢別】 
18～29 歳( 20) 

30 歳 代( 17) 

40 歳 代( 38) 

50 歳 代( 55) 

60 歳 代( 40) 

70 歳以上( 72) 

 
18～29 歳( 25) 

30 歳 代( 28) 

40 歳 代( 34) 

50 歳 代( 48) 

60 歳 代( 47) 

70 歳以上( 78) 5.1

14.6

5.9

17.9

8.0

2.5

12.7

18.4

10.0

8.8

12.0

14.5

13.5

9.3

6.4

9.7

29.4

10.3

差別的な落書きをする
こと 

0.0

0.0

0.0

3.6

4.0

2.5

3.6

2.6

5.0

0.8

2.9

0.0

0.0

2.3

1.8

5.9

1.4

0.0

そ   の   他 

3.8

8.3

5.9

3.6

4.0

7.5

1.8

5.3

5.0

5.0

5.8

1.6

2.7

5.8

5.5

0.0

9.7

4.3

特 に な い 

19.2

10.4

17.6

10.7

4.0

15.0

5.5

7.9

10.0

14.9

8.7

11.3

10.8

11.6

11.9

11.8

6.9

17.0

わ か ら な い 

7.7

0.0

0.0

0.0

0.0

2.5

0.0

0.0

0.0

3.1

2.5

1.6

0.0

3.5

3.0

0.0

6.9

4.3

無   回   答 

男 
 

性 

女 
 

性 

男 
 

性 

女 
 

性 
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７．同和問題の解決に対する態度 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「自分も市民の一人として、問題の解決に努力すべきだ」が過半数 

同和問題の解決に対する態度について聞くと、「基本的人権に関わる問題だから、自分も市民の一人

として、この問題の解決に努力すべきである」と解決に積極的態度を示す人が、53.8％（県 49.3％）

となっている。一方、解消に消極的なものは、「よく考えていない」が 17.6％（県 18.1％）、「成り行

きにまかせるより仕方がないと思う」が 11.3％（県 15.3％）、「自分ではどうしようもない問題だが、

誰かしかるべき人が解決してくれると思う」7.3％（県 6.7％）、「これは同和地区の人だけの問題だか

ら、自分とは直接関係のない問題だと思う」2.2％（県 2.2％）となっている。 

1 位の「基本的人権に関わる問題だから、自分も市民の一人として、この問題の解決に努力すべきで

ある」について、地域別では、温泉津町で６割を超えている。 

性・年齢別にみると「基本的人権に関わる問題だから、自分も市民の一人として、この問題の解決

に努力すべきである」は、29 歳以下の男性が 65.0％（県では 60 歳代の男性が 61.0％）となっている。 

職業別にみると「基本的人権に関わる問題だから、自分も市民の一人として、この問題の解決に努

力すべきである」は、公務員、教員が７割を超えている。 

問 22．同和問題の解決に対するあなたの考え方はどうですか。（記入は１つ） 

これは同和地区の人だ
けの問題だから、自分
とは直接関係のない問
題だと思う
2.2%

成り行きにまかせるよ
り仕方がないと思う
11.3%

自分ではどうしようも
ない問題だが、誰かし
かるべき人が解決して
くれると思う
7.3%

よく考えていない
17.6%

基本的人権に関わる問
題だから、自分も市民
の一人として、この問
題の解決に努力すべき
である
53.8%

その他
4.5%

無回答
3.4%

（該当者 506人）
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図 7－8 同和問題の解決に対する態度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

53.8

52.8

62.2

55.8

52.1

47.1

63.2

49.1

62.5

28.6

44.1

63.8

55.1

62.8

41.2

70.6

46.1

51.0

57.1

53.8

61.2

11.3

10.9

8.1

17.7

11.2

11.5

11.8

5.3

16.4

12.5

11.1

4.0

21.4

11.8

12.5

8.5

11.5

16.3

17.6

12.7

8.2

0.0

11.0

8.2

7.3

7.8

8.1

5.8

8.4

10.5

5.0

5.6

12.0

14.7

6.3

9.0

10.3

10.2

14.3

12.1

5.1

2.2

1.6

2.5

0.0

0.0

5.6

0.0

0.0

2.1

2.1

4.7

4.4

0.0

5.1

10.0

8.8

4.4

14.3

17.6

17.9

18.9

11.3

16.9

18.4

20.0

29.4

15.8

20.0

22.5

8.3

24.0

39.3

20.6

17.0

12.8

20.6

8.8

23.5

20.4

14.3

19.8

12.2

3.4

4.0

0.0

0.0

2.1

4.2

0.0

0.0

0.0

1.8

2.5

4.2

0.0

0.0

0.0

10.4

2.1

6.4

7.0

1.5

0.0

2.9

4.1

0.0

2.2

5.1

56.5

65.0

45.0

52.0

54.2

8.8

5.0

4.3

5.0

5.9

3.6

5.9

2.7

2.9

0.0

7.1

2.5

1.8

2.3

1.9

0.0

2.0

0.0

0.0

3.8

2.7

0.0

0.0

3.1

4.1

8.8

8.8

8.0

2.8

7.3

3.4

5.8

4.8

5.4

4.3

4.5

2.1

1.1

1.3

5.9

0.0

5.0

5.3

3.6

2.1

12.5

9.3

0% 50% 100%

総　　数(506)

旧大田市(396)

温泉津町( 37)

仁 摩 町( 62)

男　　性(242)

女　　性(261)

18～29歳( 20)

30 歳 代( 17)

40 歳 代( 38)

50 歳 代( 55)

60 歳 代( 40)

70歳以上( 72)

18～29歳( 25)

30 歳 代( 28)

40 歳 代( 34)

50 歳 代( 48)

60 歳 代( 47)

70歳以上( 78)

農林漁業( 43)

自 営 業( 68)

　　　　( 34)

勤 め 人(102)

　　　　( 49)

学　　生( 14)

家　　事( 91)

無　　職( 98)

基本的人権に関わる問題だから、自分も市民の一人として、この問題の解決に努力すべきである

成り行きにまかせるより仕方がないと思う

自分ではどうしようもにない問題だが、誰かしかるべき人が解決してくれると思う

これは同和地区の人だけの問題だから、自分とは直接関係のない問題だと思う

その他

よく考えていない

無回答

【地　域　別】

【性　　　別】

【性・年齢別】

男
　
性

【職　業　別】

女
　
性

人

公務員､教員 

臨時､パート 

該当者 
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８．同和問題の解決に必要なこと 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「同和問題を解決するための教育･啓発活動を推進する」が５割 

同和問題を解決するために必要なこととしては、「同和問題を解決するための教育･啓発活動を推進

する」が 51.2％（県 49.7％）で、次いで、「同和問題について、自由な意見交換ができる環境をつく

る」33.0％（県 33.3％）、「えせ同和行為を排除する」30.6％（県 16.8％）、「時がたてば同和問題は自

然に解決するので、そっとしておくほうがよい」29.2％となっている。 

地域別では、全体で１位の「同和問題を解決するための教育･啓発活動を推進する」は各地域でも１

位となっているが、温泉津町では２位の「同和問題について、自由な意見交換ができる環境をつくる」

（48.6％）についても多くなっている。 

性･年齢別にみると、「同和問題を解決するための教育･啓発活動を推進する」は、男女とも 40 歳代

以下で多くなっているが、50 歳代以上で少なくなっている。一方、「時がたてば同和問題は自然に解決

するので、そっとしておくほうがよい」は、男女とも 40 歳代以下で少なくなっているが、50 歳代以上

で多くなっている。 

 

 同和問題についての調査結果をみると、存在する原因や背景で最も多かったのが、「社会全体に残る

差別意識」であった。２番目に多かった「地域の人から伝えられる偏見･差別意識」も同じような原因

である。また、解決に対する態度の問いでは「基本的人権に関わる問題だから、自分も市民の一人と

して、この問題の解決に努力すべきである」が５割となっているが、残りの５割については、消極的

な意見や無関心な意見であることから、人権講座、訪問研修などをはじめとする隣保館活動の充実や、

身元調査をしない･させない運動なども含めた同和問題に関する啓発活動を推進していくことが急務で

ある。 

問 23.あなたは、同和問題の解決に必要なことはどのようなことだと思いますか。この中から３つ  

以内でお答えください。（記入は３つまで） 
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図 7－9 同和問題の解決に必要なこと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       人 
該 当 者(506) 

【地 域 別】 
旧大田市(396) 
温泉津町( 37) 
仁 摩 町( 62) 

【性   別】 
男  性(242) 
女  性(261) 

【性・年齢別】 
18～29 歳( 20) 

30 歳 代( 17) 

40 歳 代( 38) 

50 歳 代( 55) 

60 歳 代( 40) 

70 歳以上( 72) 

 
18～29 歳( 25) 

30 歳 代( 28) 

40 歳 代( 34) 

50 歳 代( 48) 

60 歳 代( 47) 

70 歳以上( 78) 

       人 
該 当 者(506) 

【地 域 別】 
旧大田市(396) 
温泉津町( 37) 
仁 摩 町( 62) 

【性   別】 
男  性(242) 
女  性(261) 

【性・年齢別】 
18～29 歳( 20) 

30 歳 代( 17) 

40 歳 代( 38) 

50 歳 代( 55) 

60 歳 代( 40) 

70 歳以上( 72) 

 
18～29 歳( 25) 

30 歳 代( 28) 

40 歳 代( 34) 

50 歳 代( 48) 

60 歳 代( 47) 

70 歳以上( 78) 38.5

38.3

39.6

76.5

60.7

68.0

51.4

45.0

38.2

71.1

70.6

75.0

49.0

53.7

46.8

51.4

52.5

51.2

同和問題を解決す
るための教育・啓

発活動を推進する 

30.8

35.4

23.5

35.7

40.0

30.0

40.0

42.1

40.0

31.0

35.1

32.3

48.6

31.6

33.0

29.4

30.6

25.5

同和問題について
自由な意見交換が

できる環境を作る 

20.5

22.9

32.4

32.1

28.0

32.5

38.2

52.6

45.0

24.1

38.0

30.6

29.7

30.8

30.6

29.4

33.3

17.0

えせ同和行為を排
除する 

52.6

39.6

14.7

10.7

12.0

35.0

34.5

5.3

5.0

33.7

24.4

38.7

29.7

27.8

29.2

5.9

30.6

36.2

時がたてば自然に
解決するので、そ

っとしておく 

24.4

12.5

29.4

46.4

28.0

15.0

20.0

28.9

45.0

26.4

24.0

32.3

35.1

23.7

25.3

41.2

19.4

29.8

同和地区の人々の
生活の安定がはか

られる環境にする 

15.4

18.8

17.6

10.7

16.0

15.0

20.0

28.9

0.0

16.1

20.7

16.1

13.5

19.2

18.2

11.8

27.8

14.9

同和問題にかかる

人権相談所や電話

相談所を充実する 

5.1

2.1

2.9

3.6

4.0

7.5

0.0

2.6

5.0

4.2

2.5

1.6

0.0

3.8

3.4

0.0

1.4

6.4

そ の 他 

6.4

6.3

2.9

7.1

8.0

5.0

7.3

2.6

5.0

5.7

4.1

6.5

5.4

4.8

4.9

5.9

1.4

4.3

特 に な い 

7.7

6.3

2.9

7.1

0.0

2.5

0.0

0.0

0.0

5.0

2.1

0.0

5.4

4.0

3.8

5.9

4.2

2.1

無 回 答 

男 
 

性 

女 
 

性 

男 
 

性 

女 
 

性 


